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サブプロジェクト名称 

 

「「中山間地域問題」の解決に向けた実践型研究」 

―高知県と東南アジアに焦点を当てて― 

 



1 総括表 

1－1 組織 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1－2 研究経費 

    総額 1,767 千円（うち大学改革促進経費 1,467 千円） 

 

 

1－3 活動総表 

事項 件数等 金額（千円） 

研究 

活動 

学術論文 10  

著書 3 

紀要 0 

報告書 2 

学会発表 19 

セミナー・講

演会・シンポ

ジウム等の開

催 

5 

地域貢献 
22 研修会・講習会の講師、県試験場の外部評

価委員など 

外部資金 

 科研費 9,360 

共同研究 1,309 

受託研究 1,715 

奨学寄付金 1,046 

氏名 部門 

代表 市川昌広 農学 

分担 松本美香 農学 

市栄智明 農学 

浜田和俊 農学 

西村安代 農学 

村井正之 農学 

山本由徳 農学 

笹原克夫 農学 

河野俊夫 農学 



その他 5,000 

合計 18,430 

特許等 該当なし 

その他特記事項 新聞報道 4件 

 

 



２ 研究概要 

2－1 研究目的 

日本の人口減少傾向および高齢化は、世界的にもっとも進んでいる。なかでも、中山間地域における

過疎・高齢化、それに伴う農林業の衰退、さらには農山村自体の消滅などは、近い将来、さらに大きな

社会問題になる。国内でも当問題が進んでいる高知県は、世界的にも先進的な事例地となりえる。そこ

に位置する高知大学は、当問題に地域貢献として、同時に全国的・世界的な課題として取り組むべきで

ある。 

同様の問題は、アジア各地の農山村においても、地域的特徴を反映しつつみられ始めている。本研究

が取り組む範囲として、高知県の農山村に加え、アジアの中でも特に研究のつながりが深く、国際貢献

につながりやすい東南アジアを定める。 

本研究の目的は、日本および東南アジアを対象にして、「中山間地域問題」の解決に向けた実践型研

究を行うことである。これまでの研究は、問題について観察・調査し、分析する「観察・分析」型、あ

るいは農業技術や品種などを農場や実験室で開発する「実験室」型であった。これらの研究からの多く

の成果は、当問題の解決に貢献してきた。実践型研究では、問題をさらに真正面から捉え、解決への貢

献度を高める。たとえば、「観察・分析」型研究の成果から処方箋を書き、実践して、その効果を評価

する。「実験室」型研究の成果が実際の現場の人々や社会・暮らしにどのように受け入れられ、普及す

るかを評価する。評価結果をさらなる研究と実践に生かすというプロセスをとる。 

 

2－2 研究成果 

年度の成果報告会は、2013 年 2 月 4 日に実施した。個人的な研究成果は、添付の報告に示すとおり

である。プロジェクト全体の成果を下にまとめた。 

 本年度は、上の目的にあるように、中山間地域の問題の解決を目指して、実験室型とフィールド型の

研究者の協働の場となる拠点の形成を進めた。具体的には、大豊町怒田集落をおもな拠点とし、その他

いくつかの地域おいて拠点形成に結びつくような活動を実施している。具体的には、下記の活動実績が

ある。今後は各拠点を充実させ、実験室型の研究者との協働を進めていく。 

 東南アジアとの関係については、東南アジア各大学との連携強化を目指し研究を続けている。とくに

学生交流の仕組みを形成する目的で大学間協議を実施してきた。海外連携に関しては資金がかかるため、

外部資金の申請をおこなった。来年度以降も外部資金の獲得に努力する。 

①大豊町怒田集落における、ブルーベリー栽培、獣害対策に関する研究、集落の生活変化に関する

社会的研究などが進んだ。(各メンバーの報告書参照) 

②高知大学の中山間地域での活動について周知するためのニューズレターの発行。2013 年 5 月号か

ら 2013 年 3 月号まで計 6号分。 

③トヨタ財団助成の総括として大豊町怒田集落において、「大豊町怒田集落と高知大が協働したこれ

までの取り組みと今後に向けて」という対話集会を開催し（2012 年 12 月 8日）、その内容を記録

した報告書を発行した。 

④怒田集落における高知大学農学部の活動についての報告会の開催(食農サブプロジェクトとの共



催)。高知大農学部から計６件の発表をおこなった。 

⑤大豊町八畝集落で開催された「大豊中山間地域振興 in レーベン」(平成 24 年 12 月および 25 年 1

月)において発表するなどの貢献をおこなった。 

⑥大豊町の NPO 法人を拠点とした活動（松本）や土佐市の里山拠点での活動（濱田）など、大豊町

怒田での経験を基にしつつ、多地域や多組織との連携の萌芽がみられた。 

⑦ブルーベリープロジェクトは、県の産業振興計画の地域アクションプランとして動けるように、

大豊町・県や関係機関との定期的な会議を開催した。嶺北の一般農家を対象に、大豊ゆとりすと

ベリー農園見学会（平成 24 年 7 月）およびブルーベリー(平成２４年 12 月)を開催した。 

⑧京都大学東南アジア研究所とともに農村開発国際会議「草の根棚田フォーラムイン丹後」を共同

主催した。来年度は高知で開催予定である。 

⑨本山町農業公社や集落営農組織と協働で、田んぼアートイベントの実施を支援した。 

 

 サブプロジェクトの活動内容を外部に発信することについて努力するように努め、下記に示すような

発信をおこなった。 

①上記のとおりニューズレターの発行(第 11号～16 号) 

②報告書『大豊町怒田集落と高知大が協働したこれまでの取り組みと今後に向けて』（2013 年 3月） 

③農村開発国際会議報告書「草の根棚田フォーラムイン丹後」（安藤和雄、中村均、市川昌広編集、

2013 年 3月発行） 

④産官学学会でのプロジェクト成果発表 2件、ワークショップ「大豊中山間地振興ｉｎレーベン」（平

成 25 年 1月）での発表（濱田）、「東豊永の集落と高知大学の活動」（第 4回豊永郷文化講座カル

ポート、高知市、2012.9.2)、高知県緑の環境会議２５周年記念シンポジウムにおけるパネリスト

（2012.6.9、松本）NPO 四国自然史科学研究センター主催の地域座談会における講演「林業と野

生鳥獣」（2012.12.1、松本）、NPO 元気おおとよ主催シンポジウム「大豊の森林について考える座

談会」での講演（松本）、NPO 四国自然史科学研究センター主催の高知フォーラム「剣山の森を考

える」のパネリスト（松本）、（メンバー報告書参照）など多数 

⑤新聞記事などでの掲載：日本農業新聞2012年10月11日 16面、朝日新聞2012年6月19日朝刊31面、

日本農業新聞2012年8月1日、高知新聞 2012年5月21日朝刊 25面 

 

2－3 特筆すべき事項 

①本年度は、トヨタ財団助成活動の最終年にあたり、多くの成果を残しつつ無事に終了した。これ

まで 2年の活動を総括するセミナーを開催し、その報告書を発行した。 

②ニューズレターの発行は、今年度も予定通り 6号分を発行した(3月号は予定)。集落、大豊町、県

からの高い評価を得ている。 

③ブルーベリープロジェクトは、県の産業振興計画の地域アクションプランとして動けるように、

大豊町・県や関係機関との定期的な会議を続行中である。今年度は嶺北の 2回の一般農家を対象

とした 2回の講習会を実施した。 



④大豊町の NPO 法人を拠点とした活動（松本）や土佐市の里山拠点での活動（濱田）など、大豊町

怒田での経験を基にしつつ、多地域や多組織との連携の萌芽がみられた。こうした拠点形成は多

部門との連携を図りつつ来年度以降も進めていく。また、海外連携（学生交流）などの際の活動

拠点としての役割を充実させていく。 

 

 



 

1．研究（活動）目的 

 中山間プロジェクトでは、初期の主要活動地域

として、高知県長岡郡大豊町怒田地区を定めた。

当地区においては、従来から様々な活動が行われ

てきたが、主要活動地区の指定により、当プロ

ジェクトに関わって新たな取り組みも開始され

ることとなった。これらの活動は、従来の研究活

動の体制と同じく、各研究者単位で管理され、個

別に実施されていたため、その全容を知るものは

いなかったし、総体として地域に接することも無

かった。 

 他方で、怒田地区の住民は、全ての活動を「高

知大学（もしくは高知大学農学部）の取り組み」

として認識しており、研究者や学生らについても

総体（怒田で活動している高知大学関係者）とし

て認識していた。 

 この両者の認識の差異は、怒田で活動している

高知大学関係者と怒田地区住民との間の意思疎

通を度々混線させ、地域住民に不安感や不信感を

生み出していた。その結果、地域活性化を目的と

する高知大学の活動は、地域住民の参加への消極

性故に地域の活性化に繋がらず、単なる実験

フィールドの中山間地域移転に止まっていた。 

 このため、本活動では、地域住民及び高知大学

関係者間の情報共有化を支援することで、怒田地

区住民の不安感や不信感の払拭を行い、怒田地区

の活性化のきっかけとなる活動への参加や協力

を促すことを目的とした。具体的には、ニューズ

レターを媒体として、中山間プロジェクト等の高

知大学の取り組み情報の発信を行った。 

 また、怒田集落の地域振興の中核・支柱となる

人材を増強するため、怒田地区出身者への活動協

力を促す目的から、ニューズレターの郵送や意見

収集にも試行的に取り組んだ。 

  

2．研究（活動）結果 

（１）成果 

 ■ニューズレターの内容 

 本年度も、中山間プロジェクトの主要活動地域

である怒田地区をエリアとする地区内の全ての

高知大学関係者及びその活動の紹介、活動情報

（途中経過や中間報告）の発信を目的としたほか、

怒田地区以外の地域振興事例の紹介や、怒田地区

が属している東豊永地区及び大豊町、嶺北地区で

の活動情報にも拡大して取り組んだ。 

■ ニューズレターの配布先 

 配布先は、紙媒体出の配布が、怒田地区全世帯

（約 40 戸）と怒田地区出身者、中山間プロジェ

クト関係団体など。PDFでの配布が、怒田で活動

している高知大学関係者及び高知大学農学部全

教職員、中山間プロジェクトで関係が生まれた行

政・団体となっている。 

 ■ニューズレター【ぬたた】の発行実績 

● 第 11号（5/1発行）Ａ４用紙８頁：「「中

山間地域の生活と環境」報告会」、「小規模

な水力発電装置のその後と今後の取り組

み」、「0歳のヤキ「ももこ」の放牧と除草

効果」、「ぬたでの 1年間の活動を振り返っ

て」、「怒田に広がるブルーベリー」 

● 第 12 号（7/1 発行）Ａ４用紙８頁：「中

山間対策の核「集落活動センター」につい

て」、「高知県緑の環境会議 25 周年シンポ

ジウム報告」、「水稲布マルチを敷く」、「ゆ

とりすとベリー農園見学会」 

● 第 13 号（9/1 発行）Ａ４用紙８頁：「農

業インターン【チーム ゆたか】」、「子ヤギ

を譲り受けました」、「怒田で焼き畑(5 年

目)」、「日曜市での怒田商品販売について」、

「「ゆとりすとベリー農園見学会」報告」 

● 第 14号（11/1発行）Ａ４用紙８頁：「怒

田での食用カンナ栽培の試み」、「ミシマサ

イコ栽培の途中経過」、「怒田の気象―2011

年 12月〜2012年 9月―」、「嶺北地域の木

材生産の今を垣間見る」 

● 第 15 号（1/1 発行）Ａ４用紙８頁：「高

知大学と怒田集落のこれまでとこれから」、

「焼畑産物を物部キャンパス 1 日公開で

販売」、「怒田での高知大学活動紹介マッ

フ」、「チームゆたか活動報告」、「中山間地

域におけるブルーベリーの可能性説明会

を終えて」 

● 第 16号（3/1発行予定）Ａ４用紙８頁：

「農学部の活動報告 in 怒田」、「怒田での

布マルチ直播水稲栽培 2年間の総括」、「高

知県中山間地への食用カンナ導入の可能

「中山間」サブプロジェクト 

ニューズレター等を利用した地域活力向上への取り組み 

● 松本 美香 （自然科学系農学部門） 



性」、「シカ柵の効果と今後の活用に向け

て」、「「ぬたたの恵み」のインターネット

通販の試み」、「サル対策あれこれ」 

 各号の印刷数は、増刷分含め約 200 部。 

■ 読者の反応 

 怒田地区では、例年 2月頃に活動報告会を開催

しているが、地区の参加者数は毎年増加している。

また、意見交換時に発言する方の数も増えてきて

おり、情報の共有化に伴って、地区と大学との垣

根が薄らいできている感がある。その他にも、試

験地の提供や栽培参加など、研究への様々な協力

が頂けるようになっている。 

 

 （２）問題点等 

■ 活動エリア拡大における情報発信 
 これまで、主要活動地域として定めた怒田地区
において、地区内での高知大学の研究活動に関わ
る情報共有に取り組み、その結果、地域住民との
関係の向上に伴い、研究活動への様々な地域協力
が得られてきた。今年度からは、プロジェクトの
様々な活動においてエリアを拡大する方向で進
めているが、怒田地区での情報共有のノウハウを
どのように活用し、研究環境の改善および成果の
普及を強化していくかが課題である。 
 今年度は、対市町村連携の試行として、大豊町
で活動するNPO元気おおとよとの連携を持ち、町
内の重要課題に関して、シンポジウムやポスター
展示を活用した情報提供および啓蒙活動にも取
り組んだ。 

◆NPO元気おおとよとの連携 

NPO 元気おおとよは、平成 23 年夏に認定され

た組織である。大豊町への移住者と町内の幅広い

年代のメンバーを中心に、単発イベントではなく

大豊町に根付き、大豊町を活性化させる取り組み

を目指し活動している。今年度の連携活動は、

1/27 開催のシンポジウム「大豊の森林について

考える座談会」とそれに関わるポスター展示を活

用した情報提供および啓蒙活動であった。 
 

3．今後の展望 

今後も、ニューズレターの発行を継続し、地区

住民との信頼関係の構築・強化を促すとともに、

地区出身者への情報発信の強化に取り組む。 

● ニューズレター発行予定：6回/年 

● 怒田地区出身者向けのイベント情報掲載

を重視したニューズレターの作成（地区居

住者からの発信の場合は連携） 

また、怒田地区ニューズレターで習得したノウ

ハウを活かし、市町村や NPO などとの連携での情

報発信および啓蒙活動を積極的に展開し、中山間

地プロジェクトの新たな主要活動地域において

も情報共有化による地域活力強化に取り組む。 

 

4．業績リスト 

（１） 学術論文 
 なし 

（２） 紀要 

 なし 

（３） 報告書 

 なし 

（４） 学会発表 

 なし 

（５） セミナー等の開催 

 なし 

（６） 地域貢献活動 

 ニューズレターの発刊 

 「大豊町の森林のこれからを考える」

パネルシリーズの提供 

 2012.6.9 高知県緑の環境会議２５

周年記念シンポジウムにおけるパネ

リスト 

 2012.11.3 山師達人選手権大会２

０周年記念シンポジウムにおける

コーディネーター 

 2012.12.1NPO 四国自然史科学研究セ

ンター主催の地域座談会における講

演「林業と野生鳥獣」 

 2013.1.27 NPO 元気おおとよ主催シ

ンポジウム「大豊の森林について考

える座談会」での講演 

 2013.1.29 高知県林業試験場による

試験研究の外部評価委員 

 2013.2.1 高知県林業振興環境部によ

る林業普及指導事業の外部評価委員

長 

 2013.2.2「生態系ネットワーク形成

実現に向けた野生鳥獣の生息環境整

備モデル事業の開発」活動における

有識者委員 

 2013.3.2 NPO 四国自然史科学研究

センター主催の高知フォーラム「剣

山の森を考える」のパネリスト 

 2013.3.10 NPO 四国自然史科学研究

センター主催の徳島フォーラム「剣

山の森を考える」のパネリスト 

 公益社団法人高知県森と緑の会運営

委員会委員 
（７）外部資金 

 若手研究（B）「中山間地域定住政策
の評価のために〜集落機能評価手法の
構築〜」91万円（直接：70万円、間接：
21万円） 

（８）その他 
     



 

1．研究目的 

大豊町の一集落では、近年、獣害対策として、

林野と集落の境に延長約２km のシカ柵を設置し

た。本ポスターでは、シカ柵設置を計画し、設置

作業を終えるまでの経緯と設置後約 10 カ月にお

けるシカ柵の効果について、集落で設置を主導し

た方、農家、猟師などからの聞き取り結果を発表

する。 

2．研究結果 

（１）成果 

シカ柵設置の経緯 

着手まで： H22年に農水省から集落で取り組

む鳥獣害対策への補助の話しがあり、集落をシカ

柵で囲う発想をもった。集落在住の猟師と相談し、

計画をたてる。集落では、獣害に頻繁にあってい

る家とさほどあっていない家があり温度差は

あったが、いずれは被害が拡大していくと訴え、

22年 12月の総会で集落の了解を得る。 

計画： 当初は、トタンで囲おうとしたが、金

額がかかり、設置作業も大変なので、図１の形状

にする。特徴はつぎの 3点。１．ナイロン製の網

は喰いやぶられるので、針金が仕組まれているワ

イヤーメッシュにした。２．下 40cm ほどはイノ

シシ用の目隠しとしてビニールのシートをはっ

た。３．草刈りのときに巻き込むのでワイヤー

メッシュは下にたらさないようにした。 

東側のとなり集落との境には水力発電用の送

水鉄管が設置されており、ここを動物は越えにく

い。南側のとなり集落との境には大きな谷があり、

ここも越えにくい。北側と西側には大きな河川が

あり、ここから来る動物は少ない。シカ柵は集落

と南東側の山林の境を沿うように約 2km を設置 

(図２)。シカ柵設置予定地の地権者から了解を

取ったのちに、H23年 2月 24日に着手。 

シカ柵設置： １設置予定地の支障木伐採等の

整備。２くいをおおよそ 3m 間隔で打ち込む。３．

ワイヤー(針金)をはり、金網を設置。ワイヤー

メッシュを取り付け、目隠しシートを設置といっ

た手順で作業を進める。労働力は、集落の方で手

が空いている人や高知大学の学生や教員の応援

による。 H23年 12 月 23 日に集落全体の出役を

実施。H24年現在で、図２に示す箇所の設置を終

えている。 

人役： 集落の人びと 560時間、学生等の集落

外の人びと 686 時間、計 1,246 時間(1 日 7 時間

労働で 178人日)。  

費用： 資材費：約 333 万円(内、320 万円は

補助金、13万円は直接支払いより)  

人件費： 約 22万円(直接支払いより) 

シカ柵の効果 

Bさん： 効果は非常にある。去年までは、稲

の苗がシカに食われていたので 5 月初めから電

柵で囲っていた。田植え後は、こうやま(採草地)

を含め、６，７反すべてを電柵で囲った。今年は、

収穫時にシカが来たので結局囲ったが、それまで

は電柵をする必要がなかった。まわりにシカが多

く、昨日もピーピー啼いていた。シカ柵の向こう

側と、集落内の林で(図２)。問題は道路の部分を

どうするのか。ゲートを付けるにも、管理を任さ

れると大変だし… 

Cさん： シカ柵によって上の山からの侵入は

減った。上の田にゆずを植えたが、シカに苗木を

食われ、４年で４回植えかえた。その被害は減っ

た。田は集落の中の方にあるので被害は少ないが、

去年はシカに稲の葉を食べられた。 

D さん： 以前からそれほど被害はなかった。

今年は収穫後に三又にかけておいた稲がイノシ

シに少し食われた。上のシカ柵で閉じ込められて

出れないイノシシが集落内をうろついている。シ

カ柵は効果はある。 

Eさん： ここ 10年ほどで獣害増えだしたが、

ここは集落の中央でまわりに林がないのでシカ

は来ない。イノシシはときどき来て悪さをする。

ここ 3日ほどもニンニクや野菜を食べる。 

Fさん(猟師)： シカ柵で上からは来なくなっ

た。鉄管のところに橋が 3つほどあるがそこから

入ってくる。その他にもいくつか進入路がある

(図 2)。道路を閉じれば、それだけで相当の効果

はあるのだが… 

今後の課題 

シカ柵によってこれまで動物が集落に侵入し

てきた道の大部分が封鎖され、効果は大きい。た

だ、車道を閉じないとそれ伝いに入ってくる。1

方向を柵で閉じても，他の 3 方向からもやはり

入ってくる。今年は、向かいの集落までサルがき

「中山間」サブプロジェクト 

大豊町の集落におけるシカ柵設置の経緯とその効果 

● 松尾大地・市川昌広 （自然科学系農学部門） 



た。カメラにも集落のまわりにはシカ、イノシシ

がたくさん写っている。進入路を特定し、罠など

の設置により、駆除を徹底する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 シカ柵の形状 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ シカ柵の位置と動物の動き 
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1．研究目的 

ブルーベリーは、アントシアニンに代表される

生理的機能性や味・風味が消費者ニーズに合い、

需要が増加していることに加えて、栽培特性（省

作業性、樹高が低い、病害虫の被害が少ないなど）

や収益性が高いことから近年栽培面積や生産者

が増加しており、今後も増加が望める樹種である。 
さらに、加工品の製造も比較的容易で、摘み取

り園や体験型のイベントとしても活用できるた

め、地域活性化につながる特性を備えている。 
本研究では、ブルーベリーの高品質果実生産お

よび苗木の増殖促進を行うための栽培技術を確

立することを目的とする。同時に、「中山間地域

活性化」を推進するために、ブルーベリー栽培の

経済的可能性を探る。 
 

2研究結果 

（１）成果 

1−1：天然ガス改質油（GTL）燃焼ハウスにおける

ブルーベリーの促成栽培 

促成栽培によって、単価を向上させることがで

きるが、加温をベースとした施設栽培では従来か

ら重油が用いられるが、価格の上昇から代替燃料

が求められている。新規燃料である GTLは燃焼さ

せても水と二酸化炭素しか発生しないことから、

燃焼効率の向上（重油の約 30％向上）、発生した

二酸化炭素を植物に施与することで成長促進効

果が期待できる。 

GTL燃焼ハウスでブルーベリー栽培実証試験を

行ったところ、対照区と比較して収穫期（全体の

5％収穫日）がおよそ 3週間早まった。 

 

1−2：休眠打破剤としてのシアナミド（CX-10）の

ブルーベリーへの適応試験 

 効果的な薬剤処理方法を検討するために、処理

濃度と処理時期を検討した。サザンハイブッシュ

ブルーベリー‘オニール’を用いて、シアナミド

の濃度は 3段階、処理時期は 5段階に区分して試

験を行った。 

 シアナミド処理によって、休眠要求量を満たし

ていなくても萌芽を促すことができることが明

らかとなった。処理時期によって萌芽までの日数

やその後の新梢伸長に差がみられた。 

 また、処理濃度によって萌芽率や萌芽日、開花

数および果実品質に差がみられた。 

 

1−3：LED 照射によるブルーベリーの増殖促進効

果 

 挿し木の際に白色 LED を 24 時間照射すること

で発根率を向上させることができた。また、鉢上

げ後の苗に赤色 LEDを照射することで、枯死率を

減少させ、かつ新梢成長を促進することができた。 

 これらのことから、最適な光環境を整えること

で、ブルーベリーの増殖効率の改善および良質な

苗の生産が可能になると考えられる。 

 

1−4：竹堆肥によるブルーベリー栽培の可能性 

近年、地域の厄介者にされている竹を未利用資

源としてブルーベリーの栽培に活用できないか

調査した。 

従来、ブルーベリー栽培に用いられる「鹿沼土

とピートモス」に同量の竹堆肥を加えて試験した

ところ、開花や収穫期はやや遅くなるものの、果

実品質は向上し、収量も増加した。 

ピートモスの代替資材として使えないか検討し

たところ、品種にもよるが竹堆肥のみでのポット

栽培はかん水に注意さえすれば可能であること

がわかった。しかし、ピートモスが同量混合した

方が良さそうである。いずれにしても、竹堆肥が

ブルーベリーの栽培に使用可能であり、高品質化

に寄与することが示された。 

 

1−5：ブルーベリーの二段発酵茶の機能性成分 

 HPLC による分析の結果、ブルーベリー葉の二

段発酵茶には従来の碁石茶には含まれないよう

な成分が複数含まれることが明らかとなった。 

 総ポリフェノール含量はカテキン当量として、

碁石茶と同程度の値であった。また、生葉よりも

二段発酵茶葉の方が総ポリフェノール含量の値

は高まることがブルーベリー以外にもカキ、クワ

の葉でも観察された。 

 

1−6：大豊ブルーベリープロジェクト 

 2012 年度は、2 回の検討会を行った。さらに、

地域住民に対して公開講座として、2回の説明会

「中山間」サブプロジェクト 

ブルーベリーの高品質栽培に関する研究 

● 浜田 和俊 （自然科学系農学部門） 



を開催した。 

 怒田地区では、地域住民全員にブルーベリー苗

木を配布して栽培してもらい、適宜話を聞いて

回った。ブルーベリーの本格的な栽培に意欲的な

方がみられ、今後に期待がもてる。 

 

1−7：土佐市里山再生プロジェクト 

 市民団体および NPO 法人と協働して、新たなブ

ルーベリー研究圃場を土佐市波介に開園する。1

年生から 4年生、NPOの方々、地域の方々の協力

により圃場が完成し、3 月 17 日に定植イベント

を開催する予定である。こうした一連の作業は学

生に対して教育効果が高いことを実感した。 

 土佐市の地域資源としてニオイザクラの植樹

に協力する。繁殖から定植まで。 

 

1−8：ブルーベリー加工品の試作 

 ブルーベリー果実を用いて、数種の加工品を試

作した。評判の良かった物として、ドライブルー

ベリー（半生タイプ）、乾燥ブルーベリー、ブルー

ベリー酢、ブルーベリーコンフィチュール、ブ

ルーベリージュース（ホット、アイス）が挙げら

れる。 

 

（２）問題点等 
 

3．今後の展望 

1−1（GTL）さらなる早期収穫（3月出荷）および

果実の高品質化を目指して試験中である。 

1−2（シアナミド）開花に関しての最適処理時期

を明らかにする。‘オニール’以外にも適用品種

の拡大を図る。 

1−3（挿し木）繁殖率向上と早期大苗生産を目指

す。 

1−4（竹堆肥）露地栽培での適応性を探る。竹堆

肥の簡易的製造法を検討する。 

1−5（二段発酵茶）未知成分の同定？ 

1−6（大豊ブルーベリープロジェクト）産地計画

を立てるために、地域主体のブルーベリー協議会

設立を目指す。 

1−7（土佐市）学生・NPO・地域団体の連携により

ブルーベリーを活用したイベント活動、商品開発

を行う。学生への教育の場としてブルーベリーを

通して、栽培技術の獲得から商品展開まで幅広く

支援できる体制を整える。 

（その他）大豊町八畝において、産学官民（コン

サルタント各社、国交省、地域住民）連携の活動

を行っている。目下のところ、絶滅危惧種のベニ

バナヤマシャクヤクの保護やシャクヤク園芸品

種の栽培（観光園）を協働する予定である。 
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脱渋特性」（平成 24年 10月） 

○第 2回「中山間地域におけるブルーベリーの可

能性」説明会（平成 24年 12月） 

（６） 地域貢献活動 

○平成 24 年度高知県秋季果実展示品評会(平成

24年 10月) 審査員 

○平成 24 年度園芸年度高知県園芸品展示品評会

(平成 25年 2月) 審査員 

○「大豊町怒田集落と高知大学が協働したこれま

での取り組みと今後に向けて」（平成 24年 12月） 

○「大豊中山間地振興ｉｎレーベン」（平成 24年

12月） 

○ワークショップ「大豊中山間地振興ｉｎレーベ

ン」（平成 25年 1月） 
（７）外部資金  
○平成 24年度農学部長裁量経費 
○農学部門充実経費（一般）連携研究経費 
○平成 24年度学長裁量経費（分担） 
（８）その他 
朝日新聞2012年6月19日朝刊31ページ高知全県 
日本農業新聞2012年8月1日 

 



 

1．研究目的 

食品系の輸送用梱包剤として用いられる発

泡スチロール(以下 EPS)は、梱包する食品の臭

気を吸着するため、通常の洗浄処理では再利用

が困難な EPSが多い。特に魚介類の輸送用に用

いた EPSは、再利用しようにも特有の臭いが染

み付き使い物にならない。各種洗浄・再生処理

した EPSの塊(インゴット)にも臭気が残り、リ

サイクル再生 EPS の梱包・緩衝材としての再利

用率を著しく低めている。使用済み EPSは原価

が低く、リサイクルして再利用するためのコス

トはあまりかけられない。このことが魚介類の

輸送に用いられた臭気汚損 EPS のリサイクル

再生において、経済的ネックの一つとなってい

る。人工的な薬剤の利用によって臭気を低減・

除去する方法が考えられるが、廃棄物処理法に

よる規制もあり、使用後の薬剤はそのままでは

廃棄できず、適切なポスト処理により無毒化・

無害化する必要がある。産業上の視点からは、

このポスト処理に大きなコストがかかるため、

可能であればポスト処理の不要な臭気低減・除

去法が望まれている。 

そこで本研究では、食品系、特に魚介の梱包

輸送に用いられる EPS の再生品質を向上させ

ることを目的に、主として柑橘外皮から抽出で

きる天然溶解液を用いた臭気汚損 EPS の悪臭

低減・マスキング効果について検討した。 

 

2．研究結果 

（１）成果 

これまでにも D-Limonene を適度に希釈し EPS

の溶剤として用いた使用済み EPS の処理方法は

あるが、使用済み溶解液の廃液処理の点からは、

「天然材料」からの抽出物そのままを用いる方が

良い。この研究では、文旦、小夏、日向夏、柚子、

甘夏、オレンジ、グレープフルーツ、レモンの外

皮から抽出した天然溶解液に多種含まれる香り

成分により、魚介の固有臭気を低減・マスキング

する実験を行い、その効果を人の官能により臭気

鑑別し評価した。魚介の種類によって EPS を臭気

汚損する強度は異なる。供試した魚介は、梱包に

より EPSに残存する悪臭が強く、再生 EPS にも臭

気が残存しやすい、アジ、エビ、鮭、ホタテ、鯛

の５種とした。臭気の評価は、PEG(Polyethylene 

Glycol)系の内径 0.25mm、長さ 30m のキャピラ

リーカラムを用いた FID ガスクロマトグラフと、

カラム終端に設けた臭い嗅ぎ装置 (スニッ

ファー)による人の官能検出により行った。常圧

での水蒸気蒸留法により、供試果実外皮から精油

を抽出したものを、使用済み EPSの臭気処理のた

めの天然溶解液として用いた。抽出した天然溶解

液は、近赤外用 InGaAs検出器および中赤外用 MCT

検出器を装備する FT/IR 装置により分光スペク

トルを取得し成分推定を行った。IR 域で物質推

定を行った結果、スペクトル信号強度の強い溶剤

D-Limoneneのほか、数種の物質が候補としてヒッ

トしたが、GC/MSによる分子量検出までには至ら

なかった。しかし臭いの評価は最終的には人の官

能評価で決定づけられることから、再生 EPSの臭

気評価も人の官能評価を中心として行った。各試

験ともに、1)天然溶解液そのもの、2)魚介によっ

て臭気汚損した EPS、3)それを天然溶解液によっ

て処理し再生した EPS、についてそれぞれにおい

の種類とその強度を比較し、悪臭の低減・マスキ

ング効果を確認した。その結果、８種類の柑橘外

皮から抽出した天然溶解液のうち、甘夏外皮から

の抽出物が最も良好な成績を示した。魚介による

臭気汚損 EPSに対して、甘夏外皮由来の天然溶解

液を溶剤として用い、加圧処理（４気圧）により

使用済み EPSの溶解効率を高めて EPSを再生する

ことで、EPSに付着する魚介の固有臭気レベルを

人の官能評価の閾値以下にできることが分かっ

た。 

（２）問題点等 
 D-Limoneneは、使用済みEPSの処理に利用され
ているが、リサイクル再生したEPSには、やはり
人の官能で感知し得る臭気が残存している。本研
究は、EPSに残存する悪臭成分の分解・消去を行
うものではなく、柑橘の持つ芳香成分やその他の
成分によるマスキング法の効果を検証するもの
である。EPSに残存する悪臭成分は様々であり、
それぞれの成分に適したマスキング成分がある。
今後は、主要な悪臭成分をマスキングするに適し
た成分をもつ天然溶解液を探索し、データベース
する必要がある。 
 

3．今後の展望 

「中山間」サブプロジェクト 

天然系溶解液による魚箱 EPSの臭気低減に関する研究 

● 河野俊夫 （自然科学系農学部門） 



魚箱に代表される、食品梱包用発泡スチロール

は、リサイクル処理後の臭気残存状態が、再利用

可能性を決定づける。人の官能(鼻)は意外に鋭く、

特に悪臭に対して敏感に反応する。したがって、

リサイクル処理における臭気低減・除去の技術要

求レベルは非常に高い。しかし一方で、

EPS(Expanded PolyStyrene=発泡スチロール)の

生産コストは低く、リサイクル処理への経費投入

は、他の工業製品ほどかけられないのが現実であ

る。したがって、できる限り低コストで臭気処理

する方策を検討する必要がある。今後の展望とし

て、現在は食品加工処理の廃棄物となっている各

種食品残渣からの抽出物を、多段利用する方向で

低コスト EPS臭気低減材料を探索する。 

 

4．業績リスト 

（１） 学会発表 

1)河野俊夫、藤原郁絵、疋田慶夫、村井正之：極

多収性ジャポニカ水稲品種(候補)の米粉を用い

た製パンとその品質評価に関する研究、食品保蔵

科学会第 61会年次大会(大阪)。 

2)河野俊夫、石川勝美、疋田慶夫：夏播き小麦を

用いた製パンの品質評価に関する研究、農業機械

学会第 70回年次大会(弘前)。 

 
（２）外部資金 
「平成 24年度厚生労働省科研費」 
 代表(単独)(新規) 5,000千円 
「平成 24年度日本学術振興会科研費」 

1)基盤研究(C)(継続) 代表(単独) 650千円 
 2)基盤研究(C)(継続) 分担 100千円 
「受託研究」 
・科学技術振興機構(JST) A-STEP 
 代表(単独)(継続) 270千円 
 
「奨学寄付金」 
・日本生命財団学術研究助成金 
 代表(単独)(継続) 130千円 
 
「学内競争的資金」 
・平成 24年度学長裁量経費 
代表(4 名共同) 2,000千円 

 



 

1．研究目的 

従来，施設栽培は冬季低温期の低温回避のため

に内張りや加温をしながら行われてきたが，夏季

に栽培が開始もしくは継続されるため，高温回避

が重要な課題となっている．そのため，冬季は保

温性が高く，夏季は昇温抑制できるような栽培環

境が望ましい. 特に昇温抑制に様々なハウスの

冷房手段が考えられているが, 初期投資費のみ

ならずランニングコストが高かったり,労力を要

したりと導入には困難を伴う．そこで，野菜の周

年栽培を想定し, 夏は昇温抑制を図るため光の

反射量が多く，逆に寡日照時の冬季は施設内への

光線透過量が多くなるような, 両方の作用を兼

ね備えた外張り用の長期展張型プリズムフィル

ムの開発をすすめている．本報告では，夏季と冬

季の栽培における野菜の生育への影響並びに光

透過特性について報告する． 

2．研究結果 

（１）成果 

実験はパイプハウス（南北棟 6.1ｍ×16ｍ）の

南半分にプリズムフィルムを，北半分に全光線透

過型フィルムを展張し, 両フィルム下で夏季と

冬季に野菜栽培試験を行い，生育と収量に及ぼす

影響について調査した．またハウス内の透過光量

子と温度を適宜測定し，日変化並びに季節変動に

ついて調査した．夏季キュウリ栽培試験では，収

穫開始日から約 1か月間収量調査を行った．冬季

葉菜類栽培試験では，ハクサイ 2 種，キャベツ，

ブロッコリー，カリフラワー，レタスを供試した．

これらの結果，光透過率は畝の場所により違いが

みられ，また全体的に太陽光の入射角度が低い 9

時前は全光線よりも透過率が高く，太陽高度が高

くなるとともに減少した．8 月上旬快晴時の 11

～15 時の全光線型フィルムに対するプリズム

フィルムの透過率は 8割程度であった．冬季にお

いては全体的に透過率が低く，12 月下旬，快晴

時の 11～15 時までの全光線型フィルムに対する

プリズムフィルムの透過率は顕著に減少し，約 6

割程度であった．夏季栽培のキュウリの収量はプ

リズムフィルムで株あたり約 4本多くなった．畝

別の収量は全光線フィルムでは中央列で最も収

量が少なくなったのに対してプリズムフィルム

は逆に最大となった．しかし，冬季栽培試験では

プリズムフィルムで全体的に生育が劣り，収量は

レタスを除き有意に減少した．  

以上より，プリズムフィルムは夏季の効果透過

量を減少させ，昇温抑制には効果的と示唆された．

しかし，プリズムフィルムの光線透過量は季節的

に変動していたものの，冬季には透過量の増加が

認められず，逆に大幅な減少が認められた． 

（２）問題点等 

夏季は収量が上がったが，冬季の光線透過量が

顕著に劣っていたため冬季の葉菜類の収量が減

少した．プリズムフィルムは表裏，張る方向に

よって光の透過特性が大きく異なり，試験フィル

ムの展張を初夏に行ったため，その時の光線透過

量を重視した展張法が大きな要因と考えられる．  

3．今後の展望 

冬季寡日照時の太陽光入射角に対応した展張

法もしくは加工方法のさらなる検討が必要であ

り，今後も継続していく．  

4．業績リスト 

（１） 学術論文 
1. Phommy INTHICHACK, Yasuyo NISHIMURA, 

and Yasufumi FUKUMOTO. Diurnal Temperature 
Alternations Affect Plant Growth, Yield and 
Mineral Composition in Cabbage, Lettuce and 
Celery. Journal of the Japanese Society of 
Agricultural Technology Management, 19, 37-45, 
2012. 

2. The Effect of Spectrum Conversion Covering Film 
on Cucumber in Soilless Culture .Y. Nishimura, E. 
Wada and, Y. Fukumoto H. Aruga and Y. Shimoi, 
Acta Horticulture, 956, 481-488, 2012. 

3. Effect of Potassium Sources and Rates on Plant 
Growth, Mineral Absorption and the Incidence of 
Tip Burn in Cabbage, Celery and Lettuce 、
P.Inthichack, Y. Nishimura and Y. Fukumoto, 
Horticulture, Environment, and Biotechnology, 53, 
135-142, 2012. 

4.Effect of CaCl2 treatment on acclimation of 
mericlone seedlings of Cattleya and Phalenopsis、
Jincai Li, Xiheng Zhao, Yasuyo Nishimura and 
Yasufumi Fukumoto, JOURNAL OF 
HORTICULTURAL SCIENCE & 
BIOTECHNOLOGY, 87, 445-450, 2012.  

（２） 紀要 

（３） 報告書 

（４） 学会発表 

1.トマトの養液栽培での炭酸水利用における pH

調整効果、園芸学会平成 24 年度春季大会研究

「中山間」サブプロジェクト 

長期展張型プリズムフィルム下における野菜の生育 

● 西村 安代 （自然科学系農学部門） 



発表、2012 年 3月 29 日 

2.トマトロックウール栽培における酸素富化培

養液の効果、農業生産技術管理学会平成 24 年

度大会、2012年 10月 28日 

3. 親水性樹脂を用いた養液栽培用培地の開発 

－果菜類の初期生育について－、園芸学会平成

24年度春季大会研究発表、2012 年 9月 23日 

（５） セミナー等の開催 

（６） 地域貢献活動 

1.｢土作りによる作物の栽培方法｣高知市農協園

芸部土作り研修会、2012年 6月 15日 

2.｢高知の野菜ウォッチャー隊｣高知県立青少年

センター主催事業、2012年 7月 31日 
（７）外部資金 
「共同研究」 
1. 酢ビ系材料を用いた農業部材の開発 909千円

（直接経費）91千円（間接経費） 
2. 生分解性抗菌ナノ粒子を不織布加工技術と融

合させた医療分野への商品開発および農業水
産分野への新規抗菌技術開発 400 千円（直接
経費） 

「受託研究」 
1. 流域圏にダウンスケールした気候変動シナリ

オと高知県の適応策 354千円（直接経費） 
2. フッ素樹脂フィルムを使用した栽培・環境試
験 909 千円（直接経費）91千円（間接経費） 

3. トマト発芽、成長、収穫への影響探索、植物
病原菌への抗菌作用の研究 1000 千円（直接経
費） 

「奨学寄付金」 
1.フッ素樹脂フィルムを使用した栽培・環境試験

916 千円 
 
（７） その他 
1.養液栽培プラスチック培地の紹介、日本農業新
聞16面、2012.10.11 

 



 

1．研究目的 

斜面崩壊の発生時刻の予測には，地表面変位や

地表面傾斜の計測結果に基づいて，斉藤や福囿に

よるクリープ理論を用いて行われることが多い．

しかしこれらは斜面の変形のみを扱い，斜面内の

応力条件を一切考慮しないため，例えば降雨の中

断による斜面の変形の減速・停止などに対処でき

ない． 
そこで斜面内の応力を推定するために，土のダ

イレイタンシーの計測を応用できないかと考え

た．例えば直接せん断条件では，土のせん断ひず

みと，圧縮・膨張に伴う垂直ひずみを計測し，垂

直ひずみ増分とせん断ひずみ増分の比（ひずみ増

分比）を取ると，それは応力比と線形関係にある

ことが知られている． 
 この検討のために，人工降雨によって砂質模型

斜面を変形・破壊させる実験を行った． 
 

2．研究結果 

（１）方法 

実験のために図-1 に示すような模型斜面を作

成した．実験では事前に 30mm/hないしは 15mm/h

で継続時間 180分の降雨イベントを 3日間程度の

間隔で 3 回与え，その後 30mm/h の降雨を崩壊発

生まで与えた．この最後の降雨中の斜面内の挙動

を対象とする． 
（２）結果 

図-2 は斜面内のせん断ひずみと圧縮ひずみの

経時変化である．せん断ひずみは 13,000 秒経過

時から顕著に増加する．深い部位の方が早くせん

断ひずみが増加する傾向が伺えるが，はっきりし

た傾向ではない．斜面内の圧縮ひずみも 13,000

秒頃から顕著に変化を始める．浅い部位の圧縮ひ

ずみは負の値をとり，膨張傾向で，逆に深い部位

の圧縮ひずみは正の方向に増加する． 

 図-3 に斜面内の同じ深さにおけるせん断ひず

みと圧縮ひずみの関係を示す．これを見ると浅い

部位では当初は圧縮し，その後膨張していく．し

かし浅いほど圧縮ひずみが減少し，膨張傾向が強

い．逆に深い部位では圧縮ひずみは常に正であり，

深いほど圧縮ひずみが大きく，圧縮傾向が強い． 

 図-4 に直接せん断におけるせん断ひずみとひ

ずみ増分比の関係を模式的に示す．このように変

形が進行し，破壊が近づくと，垂直ひずみの変化

「中山間」サブプロジェクト 

降雨浸透による砂質模型斜面の間隙水圧上昇に伴うせん断変形について 

● 笹原 克夫 （自然科学系農学部門） 

  

　　　： 間隙水圧計 P
　　　： 土壌水分計 VW （10 , 20 , 30 , 40 , 50cm）

　　　： テンシオメータ Su （5 , 15 , 25 , 35 , 45cm）

　　　： 伸縮計 Dh
　　　： 内部歪計F （4.6 , 13.8 , 23 , 32.2 , 41.4 , 50.4cm）

　　　： 斜面変位計 Dv
　　　： 鉛直変位計 Dv3- （10 , 20 , 30 , 40 , 50cm）

間隙水圧計 (底面)
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テンシオメーター (5,15, 25, 35, 45cm)

伸縮計（地表面）

内部歪計 (4.6, 13.8, 23, 32.2,41.4,50.6cm)
垂直変位計（地表面）

垂直変位計 (10, 20, 30, 40, 50cm)

　　　： 間隙水圧計 P
　　　： 土壌水分計 VW （10 , 20 , 30 , 40 , 50cm）

　　　： テンシオメータ Su （5 , 15 , 25 , 35 , 45cm）

　　　： 伸縮計 Dh
　　　： 内部歪計F （4.6 , 13.8 , 23 , 32.2 , 41.4 , 50.4cm）

　　　： 斜面変位計 Dv
　　　： 鉛直変位計 Dv3- （10 , 20 , 30 , 40 , 50cm）

間隙水圧計 (底面)

土壌水分計 (10, 20, 30, 40, 50cm)
テンシオメーター (5,15, 25, 35, 45cm)

伸縮計（地表面）

内部歪計 (4.6, 13.8, 23, 32.2,41.4,50.6cm)
垂直変位計（地表面）

垂直変位計 (10, 20, 30, 40, 50cm)

　　　： 間隙水圧計 P
　　　： 土壌水分計 VW （10 , 20 , 30 , 40 , 50cm）

　　　： テンシオメータ Su （5 , 15 , 25 , 35 , 45cm）

　　　： 伸縮計 Dh
　　　： 内部歪計F （4.6 , 13.8 , 23 , 32.2 , 41.4 , 50.4cm）

　　　： 斜面変位計 Dv
　　　： 鉛直変位計 Dv3- （10 , 20 , 30 , 40 , 50cm）

間隙水圧計 (底面)

土壌水分計 (10, 20, 30, 40, 50cm)
テンシオメーター (5,15, 25, 35, 45cm)

伸縮計（地表面）

内部歪計 (4.6, 13.8, 23, 32.2,41.4,50.6cm)
垂直変位計（地表面）

垂直変位計 (10, 20, 30, 40, 50cm)  

図-1 実験装置 

 

 

図-2  斜面内のせん断ひずみと圧縮ひずみ 

 



がなくなり，垂直ひずみ増分比が 0 に漸近する．

つまりせん断に伴ってひずみ増分比の絶対値が 0

に漸近する挙動，ないしは斜面内の圧縮ひずみの

変化が徐々に小さくなる挙動を捉えれば，斜面崩

壊の発生時刻の予測が可能であると考えられる．

今後は今回の検討に基づいて簡便な予測モデル

を作成する必要がある．また今回は報告しなかっ

たが，ひずみ増分比の絶対値が斜面の不安定度を

表す指標となりうるので，この点を検討すること

も必要である． 
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1) 笹原克夫，酒井直樹：不飽和砂質斜面の降雨

浸透による吸水に伴うせん断変形，日本地すべ
り学会誌，Vol.49，No.4，pp.25～33，2012. 

2) K.Sasahara & N.Sakai: Shear deformation  
distribution and the variation of pore pressure in a  
sandy model slope during rainfall, Landslides and  
Engineered Slopes: Protecting Society through  
Improved Understanding (PROCEEDINGS OF  
THE 11th INTERNATIONAL AND 2nd NORTH  
AMERICAN SYMPOSIUM ON LANDSLIDES  
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&Francis, London, pp.957～962, 2012 
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24 年度砂防学会研究発表会，高知市 
2) 笹原克夫，酒井直樹：土のダイレイタンシー

に着目した斜面崩壊発生予測手法の検討，第

51回日本地すべり学会研究発表会，札幌市 
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図-3 斜面内のせん断ひずみと圧縮ひずみ 
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1．研究目的 

インドネシア南東スラウェシ州 (Fig.1) では，自

家消費用として，雨季を利用した焼畑による陸稲

栽培 (無施肥) がおこなわれている．前報では，

比較的平坦な山地の焼畑において，地形による水

条件の違いが収量決定要因として大きいことを

報告した．本報告では，同地域の山地傾斜面焼畑

における陸稲栽培方法について調査するととも

に，陸稲の収量性について傾斜面の位置別に調査

した．  

調査は，2012 年 4 月-5 月にインドネシア南東

スラウェシ州南コナウェ県にある山地の焼畑 (S 
04°13.657' E 122°29. 072' 傾斜角度：0-36°) に栽

培されていた陸稲について調査した (Fig. 2)．傾

斜面を 3 箇所選択し，それぞれ頂 (上) 部から下

部 (20～30m) を 3 等分した 4 地点 [上部 (T)，中
部① (M1)，中部② (M2) および下部 (B)] で各 3
反復調査地点を選定した (Table1)．各地点とも生

育が中庸と思われる場所を選択し，1m×1m 内の

全株について生育調査を行ない，その後刈り取り

し，1 穂籾数，登熟歩合，精玄米千粒重を測定し

た． 
 

2．研究結果 

栽培方法：調査した陸稲畑の面積は約3haであり，

約 10 年間の休閑の後に火入れされ，陸稲 3 品種 
[Bakala (粳品種)，Uwa (粳品種)，Dai Moronene (糯
品種)] が栽培されていた．陸稲の間にはトウガラ

シ，ナス，オクラ，シカクマメなどが混作されて

いた．また，一般的なチーク (Tectona grandis) よ
りも樹皮が白く，生育速度が速いとされるホワイ

トチーク (Gemelina arborea) の苗が 5m×5m の

間隔で混植されていた (Fig. 3)．一般的なチーク

が収穫までに 10 年以上かかるに対し，ホワイト

チークは 6～7 年と早く，生育に伴い下部が遮光

されるため陸稲は焼畑後 1 度しか栽培されない．

そのため，焼畑は火入れ 2 年目以降から収穫期ま

で放棄 (休閑) される．その後，成熟し伐採され

たホワイトチークは家具材として販売される．生

育および収量調査：傾斜面 1 および 2 では Uwa，
傾斜面 3 では Dai Moronene が栽培されていた 
(Table 1)．草丈，稈長および穂長は，それぞれ 141
～166cm，118～138cm，25～29cm であり，調査

した 2 品種間に生長形質の大きな差は見られな

かった．株数は 7.7～12.0 株/m2 であり，Uwa が栽

培されていた傾斜面 (傾斜面 1 および 2) では T
および B が M より多くなる傾向が見られたが有

意差は認められなかった．穂数，登熟歩合，千粒

重はそれぞれ 6.7~11.2 本/株，72~84%，21.6~25.0g
であり，位置間の有意な差は認められなかった．

1 穂籾数は 66.0~134.5 粒/穂の範囲にあり，どの傾

斜面においても B で最も多かった．精玄米収量は

89～209g/m2 となり，両品種の平均収量はほぼ等

しく，両品種とも B で最も高く，Uwa が栽培さ

れていた傾斜面では M<T<B，Dai Moronene の傾

斜面では T<M<B の順となった． 
以上より，インドネシア南東スラウェシ州にお

ける山地の焼畑では陸稲とチークが混植されて

おり，焼畑後 1 年目のみ陸稲が主に栽培され，そ

の後陸稲畑からチーク林へ転換されることが明

らかとなった．収量は傾斜面の下位部で高くなる

傾向が見られた．今後，傾斜面位置別の土壌水分

の変動および土壌の理化学特性と収量性の関係

を調査する必要がある．また，山地の焼畑におけ

る平均陸稲玄米収量は 1.5t/ha であり，前報で報

告した比較的平坦な山地における焼畑の陸稲玄

米収量 3t/ha 前後と比較すると，50%程度の収量

を示した． 
  

「中山間」サブプロジェクト 

インドネシア南東スラウェシ州における山地傾斜面焼畑における陸稲の栽培と収量性 
● 山本由徳 （自然科学系農学部門） 

http://en.wikipedia.org/wiki/Tectona_grandis�
http://en.wikipedia.org/wiki/Tectona_grandis�


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3．今後の展望 

   東南アジアで広く見られる山地傾斜面焼畑で

の陸稲の収量性は，傾斜面に比べて傾斜面の下部

（谷部）で高くなる傾向が見られた．これには，

傾斜面の一別の土壌水分や肥沃度の差異が密接

に関係していると考えられ，今後はこの点につい

ての検討が必要である．  

 

4．業績リスト 

学会発表 
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ウェシ州における陸稲の栽培と収量性．熱帯農業

研究 5(2):85-86. 
 
外部資金 
「平成 24年度科学研究費補助金」 基盤研究 C 
 代表 900 千円（直接経費）270 千円（間接経

費） 
 
 

Fig.2. Surveyed site of upland field.  

Fig.1. Surveyed site of Indonesia. 

Slope Cultivar
Topographical

conditions

T 153.7 a 123.4 a 28.6 a 9.3 a 10.4 a 105.3 a 83.6 a 23.1 a 209.3 a

M1 162.6 a 134.0 a 28.4 a 7.7 a 10.3 a 86.4 a 82.6 a 23.6 a 130.8 a

M2 146.0 a 118.1 a 25.9 a 7.7 a 9.1 ab 76.7 a 71.7 a 22.6 a 88.4 a

B 155.1 a 125.6 a 26.7 a 9.7 a 8.3 b 134.5 a 80.8 a 21.6 a 189.8 a

a.v. 154.4 125.3 27.4 8.6 9.5 100.7 79.6 22.7 154.6

T 149.0 a 120.8 a 27.0 a 9.7 a 11.2 a 74.0 b 79.3 a 23.5 a 150.6 a

M1 162.6 a 130.8 a 28.9 a 8.3 a 8.2 a 97.5 ab 73.8 a 23.2 a 111.8 a

M2 159.3 a 129.9 a 28.8 a 8.7 a 8.7 a 106.0 a 77.4 a 24.0 a 149.8 a

B 157.8 a 131.8 a 25.0 a 9.7 a 9.0 a 115.5 a 76.0 a 24.2 a 184.7 a

a.v. 157.2 128.3 27.4 9.1 9.3 98.2 76.6 23.7 149.2

T 140.7 c 118.0 b 24.6 a 9.0 ab 8.6 a 66.6 a 75.8 a 24.5 a 98.8 a

M1 155.4 ab 127.2 ab 27.3 a 12.0 a 6.7 a 99.5 a 79.6 a 24.6 a 155.0 a

M2 148.0 bc 124.7 b 25.1 a 8.3 b 10.1 a 80.0 a 74.7 a 24.8 a 139.3 a

B 165.6 a 137.6 a 25.7 a 9.0 ab 10.9 a 106.2 a 78.2 a 25.0 a 203.7 a

a.v. 152.4 126.9 25.7 9.6 9.1 88.1 77.1 24.7 149.2

Brown rice

No.of
hills

No.of
panicles

No.of
grains

(/m2) (/hill) (/panicle) (%)

2 Uwa

1000 grains
weight

Yeild

(g) (g/m2)

1 Uwa

3
Dai

Moronene

Panicle
length

Percentage
of filled
grains1)

(cm) (cm) (cm)

Plant
length

Culm
length

Fig.3. Mixed planting of upland rice and 
Gemelina arborea. 

 1)15% correction value. Values with different alphabetical letters show significant 
differences at P<0.05 in each slope. 

Table 1 Growth characters, yield and yield components of upland rice grown 
under different topographical conditions in upland field. 



 

1．研究目的 

東南アジアの熱帯地域では、人間活動によって

原生的な森林の破壊や劣化が急速に進み、既に総

面積の 6 割以上が二次林に変化したと推定され

ている。この地域の生物多様性や炭素固定能と

いった生態系サービスを考える上で、二次林の管

理方法の確立は今後ますます重要になる。二次林

は伐採や山火事といった人為的な影響による攪

乱が常に起こりうる環境であるため、二次林の構

成樹種は様々な方法で攪乱からの回復を行って

いる。その代表的な例が萌芽による樹勢回復であ

る。樹木の萌芽は、様々な撹乱により個体が損傷

を受けた際の再生手段として、森林の動態に密接

に関係している。この研究では、東南アジアの熱

帯二次林の主要な構成樹種であるであるオオバ

ギ(Macaranga)属 2 樹種の個体サイズにともなう

萌芽能力の変化と貯蔵資源の関係について調査

を行った。 

 

2．研究結果 

（１）成果 

マレーシア半島部のセランゴール州 Ayer 

Hitam 保護林内の二次林に生育する Macaranga 

bancana(MB)20 個体、M. gigantea(MG)41 個体に

ついて、地際から 15cm の高さで伐採し、3 ヶ月

後と 12ヶ月後に、再生した萌芽の数、基部直径、

高さを測定した。その結果、MB では 60％の個体

で、MG では 54％の個体で萌芽が見られた。一株

当たりの萌芽数、萌芽重量は、伐採 3ヵ月後、12ヵ

月後共に地際直径が小さいクラスで大きくなり、

親株サイズの増加と共に萌芽能力が低下すると

考えられた。伐採 3 ヵ月後から 12 ヵ月後の萌芽

枝の生存率は、MGが約 20%であったのに対し、MB

は 70%近くの萌芽枝が生き残り、種間差が大き

かった。また、12 ヵ月後の萌芽枝長は両樹種と

も最大で 150～180cmに達した。 

次に、非伐採個体の根の乾重あたりの非構造性

炭水化物(TNC)濃度は、両樹種とも個体サイズが

小さいほど高い傾向が見られた。伐採後の TNC濃

度は、小個体で大きく低下し、伐採後の根の呼吸

や萌芽生産によって TNC が消費されたと考えら

れた。また、個体サイズが大きくなると共に TNC

濃度と萌芽量も減少したことから、大きな個体で

の萌芽能力の低下は、根の TNC濃度の低下が一因

であると考えられた。 

 

（２）問題点等 
この研究では東南アジアの二次林の構成種

であるオオバギ属2樹種を調査対象とした。し
かし、二次林の動態や今後の管理方法を検討す
るためには、さらに多くの二次林樹種について、
萌芽能力を含めた生態特性を明らかにしてい
く必要がある。 
 

3．今後の展望 

二次林の構成種は日常的に乾燥や強光、焼畑に

よる高温など、様々なストレスに晒されている。

萌芽特性に加え、これらストレスに対する応答能

力の樹種間差を調べることで、植生遷移のプロセ

スや、持続的な森林利用、在来種を用いた森林修

復・再生に応用可能な基礎データを提供していき

たい。 
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（１） 学術論文 
Handa, C., Okubo, T., Yoneyama, A., Nakamura, 
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(Euphorbiaceae). Journal of Plant Research 
126: 73-79. 

Ichie, T., Igarashi, S., Yoshida, S., Kenzo, 
T., Masaki, T. and Ichiro, T. Are stored 
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production in temperate deciduous trees? 
Journal of Ecology (in press). 

Kenzo, T., Ichie, T., Yoneda, R., Tanaka-Oda, 
A., Azani, M. A. and Majid, N. M. 
Ontogenetic changes in carbohydrate 
storage and sprouting ability in pioneer 
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Malaysia. Biotropica (in press) 
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● 市栄 智明 （自然科学系農学部門） 
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宮生夫, Joseph Jawa Kendawang (2012) マ

レーシアサラワク州における焼畑放棄二次林

の地上部と地下部バイオマスの回復過程. 第

123 回日本森林学会大会. 宇都宮. 
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1．研究目的 

近年、本山町では、「土佐天空の芸術祭」が、毎

年行われている（運営の主体は本山町農業公社）。

その一環として、2010 年度から同町内の水田にお

いて田んぼアート（田圃絵）が行われている。2011

年度は、震災のため自粛されたが、2012 年度は

再開された。2012 年 5 月 8 日に本山町役場にお

いて 『「土佐天空の芸術祭」田んぼアート・コン

サート打ち合わせ会』が行われた。なお、高知大

学人文学部上田教授、大筒準教授、教育学部吉岡

講師、地域再生教育研究ルネッサンス今城講師お

よび村井 他には、「土佐天空の芸術祭」の実施に

ついての協力依頼があった。当日の出席者は、本

山町農業公社職員 4名、県農業改良普及所１名、

町職員１名、町民 6名、村井 他 であった。審議

ののちに、下記が決定された。 

1) 田んぼアートは、高知大学教育学部３年 薄 

香菜子のデザインを原案とし（図 1）、若干の変

更を加えたのち、決定された。天女の衣装のピン

ク色の部分および雲の一部は、赤色葉の品種‘エ

ムエムコメットピンキー’（図 2 左）を用いる。 

 

 

 

天女の衣装の白色の部分および雲の一部は、白色

葉の品種‘エムエムコメットホワイティ’（図

2 右）を用いる。これら 2品種の育成・登録者

である村井から、それらの特性や栽培上の注意

事項の説明が行われた。 

  なお、緑色部分は通常品種‘ヒノヒカリ’、

黒色部分は市販の紫稲品種を用いる。 

2) 棚田コンサートは、9月 15 日に、歌手：井上

あずみ＆ゆーゆ をメインとし、嶺北中学および

嶺北高校の吹奏楽部、ジューンブライド等の出演

者で実施される。町内および県内で参加チケット

が販売される。なお、田んぼアート田植えに参加

する高知大学 学生（下記）には、チケットを無

料配布。 

 

2．研究結果 

（１）成果 

2012年 5月 20日、田んぼアートの田植えは、

本山町農家、本山町農業公社職員、高知大学人文

学部 学生約 50名、同学部教員、村井、他によっ

て行われた（図 3）。 

 

 

また、同町の棚田の見学が行われ、その後に、昼

食会が行われ、高知大学学生・教員と本山町の

方々との間で親睦を深めることができた。 

図 4 は、7 月初旬における 田んぼアートの写

真である。嶺北地域で頻繁に利用される国道 439

号の横に 田んぼアートが位置していたため、足

を止めて見学する住民が多く、概ね好評であった
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本山町「土佐天空の芸術祭」における 田んぼアート（田圃絵） 

●村井正之 （自然科学系農学部門） 

図 3. 高知新聞 2012年 5月 21日 朝刊 25面 図 2. 葉の写真 

‘エムエムコメットピンキー’（左） 

‘エムエムコメットホワイティ’（右） 

 

 

図 1. 田んぼアートの原図 



とのことである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）問題点等 
  白色部分（‘エムエムコメットホワイティ’）
は、鮮明な白であった（図 4）。しかし、ピンク
色（予定）（‘エムエムコメットピンキー’）の部
分は、紫に近い赤色となり、黒色の部分（紫稲）
との差異があまり大きくなかった。 
  両品種ともに、出穂期が7月中旬であり、当地
の早生に相当するため、鑑賞できる期間が比較的
短かった。 
  村井が育成・登録した品種のなかに、‘エムエ
ムコメットピンキー’よりピンク色に近い葉色を
有し、且つ、より晩生（嶺北地域では中生に相当）
の‘エムエムコメットエレガントピンキー’があ
る。これを田んぼアートに用いることにより、鑑
賞期間を延長し、紫稲より格段にピンク色/赤色
に近い色調を得ることが期待できる。また、‘エ
ムエムコメットホワイティ’より晩生（嶺北地
域では中生に相当）の‘エムエムコメットホワ
イリーフ’により、同様に、鑑賞期間の延長が
可能である。村井は、2012年に、エムエムコメッ
トエレガントピンキー’と‘エムエムコメット
ホワイリーフ’を種子増殖しており、本年、本
山町農業公社に供給する予定である。これらの
品種により、一層美しい田圃絵が長期間鑑賞可
能になることが期待される。 
 

3．今後の展望 

  土佐嶺北農業共同組合の関係者から、土佐町に
おいても田んぼアートを実施したい旨の相談を
受け、すでに種子を‘エムエムコメットピンキー’
と‘エムエムコメットホワイトリーフ’の種子を
供給している。嶺北の各町村で、それぞれに工夫
をこらした田圃絵が作成され、高知県内外の人が
訪れ、嶺北地域の振興に寄与できれば、望ましい
と考える。また、嶺北地域のみならず、高知県や
国内の他県に田んぼアートが広がり、各地域の振
興に貢献できないかと考える。 
  田んぼアートを見た土佐町民の１人から、‘エ
ムエムコメットホワイティ’と‘エムエムコメッ
トピンキー’を鉢物にして、道の駅で売り出した
いとの問い合わせをうけ、種子を供給して試作し
てもらった。このような形で、地域の産業振興に
寄与できる可能性があると考える。 

 

4．業績リスト 

（１） 学術論文 
Stanis Malangen, Takumi Iwakura, Toru 
Hata, Takeshi Akaoka, Amol Dahal and 
Masayuki Murai (2013)  Yield and 
related traits in two japonica rice 
lines carrying Ur1 gene.  In 
Proceedings of the 7th Asian Crop 
Science Association Conference, Bogor 
Indonesia. P. 56-60. 

（２） 紀要 

      なし。 

（３） 報告書 

      なし。 

（４） 学会発表 

      なし。 

（５） セミナー等の開催 

      なし。 

（６） 地域貢献活動 

・『「土佐天空の芸術祭」田んぼアート・コンサー

ト打ち合わせ会』に出席。於 本山町役場。2012

年 5月 8日および 7月 26日 

・村井が育成した品種候補 村井 79号は、土佐町

の農家で栽培され、米粉に加工・販売された。 

・村井 79 号は、南国市内の農家で栽培されて、

病院に供給され、病人用の軟飯（通常飯米とお粥

の中間の軟らかさ・水分）として利用されている。 
（７）外部資金 

      なし。 
（８）新聞に記事掲載 
「たんぼアートに挑戦 高知大生と本山町の農
家 色づく稲植える」高知新聞 2012年5月21日朝
刊 25面。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4. 田んぼアートの天女（国道 439号から撮影） 
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